
第 2回図書館協議会 

 

 
日 時：令和５年 10月 31日（火）14:00～16:00 

場 所：八戸市立図書館 ２階集会室 

 

 

 

次 第 

 

 
1 開   会 

2 議  事 

(1)基本理念・目指す将来像キーワード等一覧について： 資料１-1 資料 1-2 

(2)目指す将来像と基本方針・施策の体系について         ： 資料 2-1 資料 2-2 

(3)運営方針 素案について  ：資料 3 

        3 そ の 他 

        4 閉       会 
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基本理念・目指す将来像キーワード等一覧 

№ キーワード 理由 

1 1． 地域・市民とともに育つ図書館 

 

              

           時代に合った形で運営するため常に市

民の意見を求める 

ニーズを反映させ常にアップデート 

市民のシビックプライドを育む  

2． ひと・ほん・ときに触れる図書館 

① 細かいアップデートを繰り返すことで“古くならない”図書館を目指す。 

市民が八戸の良さを再認識し、誇りに思う事で八戸の暮らしが魅力的になる。 

若年層が地元に魅力を感じれば都心への人口流出も防げると思う。 

② 人が集まり出会いが生まれる。（電子書籍にはない魅力） 

本に触れ、誰もが学ぶ楽しさを感じられる。 

古文書や郷土資料から八戸の歴史を学ぶことができる。 

2 図書館は地域の歴史を継承し、新たな「知」を紡ぎ

出すところ。 

図書館は膨大な地域の古文書を収集・保存・公開しているため、地域の歴史を次代の人びとに伝

える役割を担っている（八戸市立図書館の場合、八戸書籍縦覧所以来の歴史的経緯から、その役

割の比重が大きい）。しかし、同時に現代の人びとが必要とする知識・情報を提供し、新たな「知」の

創造を促す役割も有している。そこで、この二つの役割を踏まえて上記の理念を掲げた。 

 

3 ・知の拠点 

・つながる 楽しむ 集まる 育む 図書館 

ゆっくりと読書に親しむ場、学びの場である。本と人との出会いの場である。 

郷土の文化（古文書も含む）の継承をして欲しい。 

子育てを応援する、街の活性化、人の交流の創出等の役割もできると思う。人に優しい空間であっ

て欲しい。 

 

4 知の拠点・情報の拠点 先日の運営協議会冒頭で、齋藤教育長がこの文言を用いてお話しくださいました。私がもつ図書

館像を的確に表したキーワードだと思いました。ただ、「拠点」とは具体的にどんなことなのかわかり

にくい部分もあると思います。《参考》にも多数出ているような「つなぐ」というキーワードを用いて

「拠点」のイメージを具体化できるのではないかと思います。 

 

資料 1-1 
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5 １．だれひとり取り残さない図書館（：赤ちゃんからお

年寄りまで）、 

 

２．市内全地域に寄り添った図書館（：どこに住んで

いても利用できる）、 

 

３．市民の「知りたい・調べたい・学びたい」にこたえ

る図書館、 

（：市民が「読む・借りる」これまでの図書館像からの

発展的展開） 

１．「だれひとり取り残さない図書館へ：赤ちゃんからお年寄りまで」 

←（お年寄りの満足度は既に高い。子育て世代・若年層の支持が低い現状への対策として、） 

・新たな図書館像を（乳児幼児を含めた）「子どもの読書活動推進の拠点施設」として位置づける。 

（子どもは声を上げるもの。親御さんが気兼ねなく来館し滞在してもらえるよう、注意より棲み分け。 

子どもに寄り添った運営方針を。防音壁ゾーニング。エレベーターなどの環境整備。） 

子どもに寄り添った運営方針・お願いするルール策定の参考事例に岩手県立岩手こどもの森「絵本

のへや｢ヨムヨム｣ 

子ども図書館の先行事例に飯能市子ども図書館、北九州市子ども図書館、長浜市立びわ図書館

など 

・子ども(18 歳未満)向けサービスは他都市での先進事例を積極的に導入する。 

（「学校を休んで図書館へ」(鎌倉市中央図書館)、「アニマル・セラピー」（各自治体図書館で訪問）

「スヌーズレン」） 

 

 

２．「市内全地域に寄り添った図書館：どこに住んでいても利用できる」 

←（分館と移動図書館では現状、市内全地区をカバーできていない現状への対策として、） 

図書取次所設置（市内全地区公民館＆サービスセンターに開設。市内三館とローリング。町内会と

学校の連携） 

；先行事例に横浜市港北区日吉図書取次所（東急東横線日吉駅向かいの慶応大学生協生館内に

設置）。本棚が無くても配備できる。 

 

 

３．「市民の声にこたえる図書館を目指して：市民が読む・借りるこれまでの図書館像からの発展的

展開」 

（現状の無料貸本屋から相談窓口施設への転換） 
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←課題解決型（レファレンス職員養成＆有料データベース契約。調べ物相談の啓発イベント開催） 

・先行事例に都立図書館学習支援（高校「探究の時間」との連携）・行政支援（市庁市議会図書室と

の連携）・法律＆健康相談支援 

←市民ニーズ型（・TRC｢ベル｣配本やめる（職員が主体的に配架図書を選書する技能取り戻す） 

・市民リクエストを推進する。 

・セルフレジカウンター＋貸出上限撤廃のワンセット。「棚への返却業務」のアウトソージング化。 

 職員の「カウンター業務」軽減される分、「レファレンスと選書と企画の３業務」に注力する。 

 岩手県一関市図書館でのセルフレジカウンター＋貸出上限撤廃により貸出冊数が県内 1位実績 

 

6 誰にとっても垣根のない図書館、身近な図書館であ

ればいいなということで、思いついたのが 

「みんなの図書館」というキーワードです 

 

「図書館に行くこと」が特別なこととして捉えられている気がします。（場所も含めて） 

気軽に誰でも行ける図書館であるための方策が、図書館活性化の鍵ではないかと考えます。 

7 1図書館をすべての市民の知的活動の拠点に 

2 図書館を本好きの交流の場に 

3 一人でも多くの市民に本のある生活を（本好きの

大人を増やす） 

4 絵本から物語へ・子ども達に物語を読む楽しさを

（本好きの子どもを増やす） 

5 前身は書籍縦覧所・誇れる八戸市立図書館の沿

革（なぜ古文書が図書館にあるのか・文化財保護

の意義） 

【１】 知的活動の拠点である図書館 

今回委員を拝命し、私自身図書館をどのように利用しているかを改めて考えてみました。 

① 自分が読みたい／話題の小説・物語を借りる。 以外にも 

② 話題の実用書・雑誌を借りる。 

③ 内容を確認しておきたい読み聞かせ用の絵本を借りる。版違いがあれば比較する。 

など自分が考えていた以上に図書館を《情報を得る場》として利用していたことに気付きました。情

報化社会の現代における図書館は、良い資料を《収集》し、利用者に《提供（貸出）》することに留ま

らず、利用者ひとり一人が真に求める《情報を提供する場》となっていると感じています。 

利用者の『知りたい・学びたい』という要求に応えるべく、今後も引き続き必要な資料を揃え、この先

もこれら資料を常に提供できる状態を保つこと。利用が年齢を問わずすべての市民に開かれてい

ること。より多くの市民に利用され愛され、求められる図書館とはどのようなものか、図書館協議会

を通じて皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。 
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【２】 交流の場としての図書館 

勉強会で集会室をいつもお借りしていますが、多くの団体が借りたいためなかなか借りることがで

きません（もちろん致し方ありません）。現状の建物では難しいですが、理想としては 

① 定員１０名ほどの少し小さめの部屋 

② 現在の集会室規模（定員２５名ほど）の部屋 

と貸館用の部屋が２つあれば、それぞれの需要に応じて使いやすく借りやすいのではと思います。

また閲覧室にも特徴を設け 

① 学習席のある閲覧室（静かに利用する） 

② 少し程度の会話であれば迷惑にならない交流スペース（会話 OK） 

③ 乳幼児・小学校低学年向けの声を出して楽しめる児童室 

など、それぞれのニーズに沿った環境があればより魅力的な図書館となるのではと思います。社会

人学習席は大体空き席があるのですが学生学習席はいつも満席で、座らせてあげたい気持ちもあ

ります。現状の建物では難しいと思いますが、先日の図書館アンケートを踏まえ、将来的にどのよう

な図書館設備が理想であるかも協議会で考えていきたいです。 

３】 本好きの大人を増やす 

市内で読書連に所属している読書会が数多く存在し多くの会員がいらっしゃることからも、本好き

な人は少なからずいると考えます。アンケートで『図書館があることは知っているが利用はあまりし

ない』と答えた方の割合が多いことには驚きました。 

本好きの利用者のためだけに存在する図書館ではなく、あまり利用をしたことがない方へ向けて

『図書館を利用したい』と思っていただくために、更にどんなアプローチがあるでしょうか。 

本好き同士が本を通じて楽しげに交流している様子を見ていただくのも一案かと思います。現在も

読書連で合同読書会や作家を招く講演会を企画していただいていますが、図書館で本を通じた交

流イベントの開催、《ビブリオバトル》《様々な形態の合同読書会》《中高生から大人まで気軽に聞け

るブックトーク》など、無理のない範囲で図書館職員、読書会会員、ほか団体構成員を巻き込んで、

図書館で『ちょっと楽しげな本のイベント』が開催できれば、少しずつ『図書館で本の話を聞いてみよ
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うかな』という雰囲気ができるきっかけとなるかもしれません。自分ならどんなイベントに参加したい

か？《本のまち八戸》は図書館でどんな活動ができるか？を協議会で皆さんと一緒に考えていきた

いと思っています。 

 

【４】 絵本の読み聞かせで終わらず自ら本を読む子どもを増やす 

絵本の読み聞かせは『物語の楽しさを伝えいずれ自分で本を読む人に育って欲しい』という思いで

行っております。しかし中学生に上がると急に生活が忙しくなり、本を読む時間などない、というの

が多くの中高生の現状のようです。本を読むことは果たして人生に必要なことなのか？このことを

中高生に伝えるにはどのような手立てがあるのか？ 

自分自身はどうか。と思えば、忙しくて本が読めない、という状況はたしかに存在します。しかしその

合間にもやはり読もうとする自分がいます。仕事で必要な本を読む、以外にも小説や物語を読むの

は、ただただ『楽しいから読む』にほかなりません。 

人（含む自分）はなぜ本を読むのか？どうして本を読まないのか、読めないのか？ここも協議会で

皆さんのご意見を伺って考えていきたいです。 

 

【５】 古文書が八戸市立図書館にあることの意義 

書籍縦覧所から始まった八戸市立図書館の歴史と沿革を大切に守り伝えるためにも、古文書の保

存・活用は必須と考えます。価値ある文化財である古文書類が八戸市立図書館所蔵であることを

ご存じない市民が多いため、その周知がまず課題と考えます。 

従来の歴史講座・古文書解読講座・図書館２階企画展示に加え、中高生から大人までに向けた広

報活動を、今後協議会でも皆さんと一緒に考えていければと思います。 

 

8 人類の叡智・先人の知恵・最新の情報が あらゆる

人をささえる図書館 

1. 人類の叡智:  

市民、とくに若者に対してアカデミックな観点に基づく基本図書を提供する役割を果たす 

  高校の図書館の補完となり、市民の教養に資する蔵書を構築する 

  （高等学校の図書館蔵書実態を調査する必要があります。高等学校図書館の蔵書基準などと
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の役割分担が前提です。ブックセンターと同じく、市内書店では扱いにくいとみなされがちな図書、

いわゆる一過性の高い図書ではなく、新書などでも 10 年以上読まれるに値するレベルのものを収

集・提供することを目標とします。） 

 

2. 先人の知恵:  

八戸市立図書館の特徴である歴史資料・郷土資料の保全・充実とそれに基づく研究活動の推進と

市民および外部への発信を行う 

（戦略的に、外部からの助成金獲得を目指します。可能であれば、県南地区もしくは旧南部藩地域

で資料を保存・活用することに困難を感じている公立図書館と連携して、寄託を受けることも考え

られます。小中学校の調べ学習や高校生の探究活動の支援までできるようになると、独自色を出せ

ると思います。） 

 

3. 最新の情報： 

   図書館は生活を支える情報センターである 

   （図書館は歴史だけでなく生活に必要な様々な情報を提供する場であるべきです。とくに、青

森県の課題である健康増進、所得向上のためのリスキリング、企業誘致のための勉強会など、実質

的な地域の課題に沿った社会教育を提案する機動力が必要です。全部の企画は無理かもしれませ

んが、そういった社会教育事業の際に、必ずブックリストを配布するなどで協力が可能です） 

   配架方法の再検討 

   （テーマ別の配架や児童書の配架方法の見直しによって、読みたいと思う本を見つけやすく） 

   パスファインダーやテーマ別リストの編集・発信 

 

4. あらゆる人をささえる： 

   バリアフリー化は現代の図書館に貸されている課題 

   利用者の拡大のためには、各年代層のニーズにあった対策が必要 

  （小中学校のみではなく、市内の高等学校との連携も必要では？ 高校生向けの講座の開催な
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ども利用の促進につながると考えられます） 

   人口の割に分館が少なすぎる不便を解消するための方策を 

   （市内 3 高等教育機関は「地域に開かれた図書館」として学外者の利用が可能。連携すること

で、ある程度の蔵書の分担ができるほか、システムの改良が実現できれば、相互貸借や返却ポスト

の設置もありうるのではないでしょうか。） 

 

9 １．「八戸」を探求するために集まる図書館 

２．感動・魅力あふれる本と出会える図書館 

３．過去と未来をつなぐ図書館 

学校では総合的な学習の一環として、「地元の良さを知る」という動きが増えている。これから八戸

を知る人、もっと八戸知りたい人が集まる憩いの場として図書館を活用できたらと思う。また、素直

に素晴らしい本と出会える図書館であり、八戸の図書館の歴史やこれから先、最先端の図書分野

にも対応できるフレキシブルで持続可能な図書館であり続けてほしいという思いをこめております。 
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基本理念・目指す将来像キーワード等 共通項 

 

1 「知」・「情報」 →  情報の集積、知識の宝庫、情報の提供 

2 「学びの場」 →  市民の学びの場、生涯学習の場、子どもたちの学びの場 

3 「歴史の継承」 →  郷土の文化の継承、歴史を次代へ伝える役割 

4 「出会い・人との交流の場」 →  人と本が出会う、人と人の交流が生まれ、広がる場、知識・情報と出会う場 

5 「誰でも」（子どもを含む） →  あらゆる人を支える 誰にとっても垣根のない環境 

 

 

 

1 「知」・「情報」関連 

 知識・情報の提供 新たな知の創造、知の拠点 人類の叡智 知的活動の拠点 知りたい 調べたい 学びたい 生活を支える情報センター 

最新の情報 利用者が真に求める情報を提供する場 情報を得る場 情報を提供する場 本と出会える 

 

2 「学びの場」関連 

 本と人との出会いの場 相談窓口施設への転換  知りたい 調べたい 学びたい 学びの場 課題解決 市民の教養 

子育てを応援する 子どもの読書活動推進の拠点施設 本好きの子供を増やす 学ぶ楽しさ 

 

3 「歴史の継承」関連  

八戸の歴史を学ぶ 歴史の継承 歴史を次代へ伝える  郷土の文化の継承 文化財の保護 先人の知恵 地元の良さを知る 過去と未来をつなぐ 

八戸を探求する 

 

4 「出会い・人との交流の場」 関連 

人が集まる 出会いが生まれる 人の交流  本好きの交流の場 憩いの場 街の活性化 

子育てを応援する 子どもの読書活動推進の拠点施設 本好きの子供を増やす 

 

5 「誰でも」（子どもを含む） 関連 

どこでも どこに住んでいても 誰でも 誰一人取り残さない だれにとっても垣根のない 気軽にだれでも行ける あらゆる人を支える 

バリアフリー フレキシブルで持続可能 古くならない みんなの図書館 持続可能な 

 

資料 1-2 
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1 「知」・「情報」 →  情報の集積、知識の宝庫、情報の提供 ⇒情報と人をつなぐ 知識・情報が集まる 

 

2 「学びの場」 →  市民の学びの場、生涯学習の場、子どもたちの学びの場 

                                               ⇒学ぶ楽しみ 新たな知識への興味が広がる 世界が広がる 

 

3 「歴史の継承」 →  郷土の文化の継承、歴史を次代へ伝える役割 ⇒歴史・文化を未来につなぐ 

 

4 「出会い・人との交流の場」 →  人と本が出会う、人と人の交流が生まれ、広がる場、知識・情報と出会う場 

⇒人と本をつなぐ 人と人をつなぐ 人が集まる 情報と人をつなぐ 

 

5 「誰でも」（子どもを含む） →  あらゆる人を支える 誰にとっても垣根のない環境 ⇒子ども達を育む 人が集まる 

 

 

 

 

集まる： 知識・情報が集まる 人が集まる  

 

つなぐ： 人と本をつなぐ 人と情報や知識をつなぐ 歴史や文化をつなぐ 

 

広がる： 知識・世界が広がる （本や人との）出会いが広がる 興味が広がる 

 

楽しむ： 本を読む楽しみ 本を選ぶ楽しみ 学ぶ楽しみ 知る楽しみ  

 

育  む：  子供たちの豊かな心を育む 学ぶ喜びを育む 本のまち八戸を育む 

 



                                    資料 2-1  

目指す将来像 

 

  図書館運営の課題を解決し、将来の図書館の理想とする姿を目指す将来像として 

掲げ、その考え方を基本理念として示します。 

 

1 目指す将来像 

「集まる つなぐ 広がる 楽しむ 育む  図書館」 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

2 基本理念 

 図書館は本や情報が集まる場所であり、人とその情報をつなぐ場でもあります。 

図書館にある情報や書籍、イベント等を通じて人と人もつながり、知識が広がり、新たな

興味が広がり、楽しみが広がる場でもあります。そして、本を読む楽しみを子どもたちに伝

え、子どもたちの豊かな心を育み、学ぶ喜びを育みます。 

図書館は赤ちゃんからお年寄りまで様々な年代の人々が利用し、障がいがある人もない人

も多様な人が集う場であり、誰でもが利用できる場でなければなりません。 

 図書館は市民の多様で主体的な学習を支えるとともに地域が抱える課題の解決につなが

るよう様々な情報を保存・管理し、提供する役割を担っています。 

 また、長い歴史のある八戸市図書館は、これまで集積し研究してきた地域の歴史と情報を

未来につなぐ役割も担っています。 

今後、社会のデジタル化が進み、電子書籍やオーディオブックなどが一般的となることが

予想され、図書資料の概念が大きく変化していく中でも、市図書館では古文書から電子化さ

れた情報まで多様な媒体を資料とし情報を提供できる図書館を目指しています。 

図書館の多様な情報をもとに人々が自由に集い、情報と人とがつながり、人と人とのつな

がりを生み出し、未来を担う子どもたちを育み、生涯にわたって活用され、楽しめる図書館、

情報を介したプラットフォームのような図書館を目指しています。 

 図書館の本や情報、多様なつながりや活動を通じて豊かな想像力や思考力を育み、図書館

での活動や本のある暮らしが当たり前となる文化の香り高いまちとなることを目指します。 

集まる： 知識・情報が集まる 人が集まる 

つなぐ： 人と本をつなぐ 人と情報や知識をつなぐ 歴史や文化をつなぐ 

広がる： 知識・世界が広がる 本や人との出会いが広がる 興味が広がる 

楽しむ： 本を読む楽しみ 本を選ぶ楽しみ 学ぶ楽しみ 知る楽しみ 

育  む：  子どもたちの豊かな心を育む 学ぶ喜びを育む 本のまち八戸を育む 



基本方針・施策の体系 資料２-2

基本方針 施策の方向性 基本施策 主な取組み

(1)図書資料の充実
アンケート調査の実施と

リクエストへの対応

(2)読書活動の推進 企画展示等による本の紹介

発達段階に応じた本の整備

(3)子どもの読書活動の推進 ブックスタート事業

読み聞かせ・おはなし会

(4)ボランティアとの連携
ボランティアとの連携・

ボランティアの育成

(5)学校との連携 学校司書との連携の推進

(6)他施設（課）との連携

ブックセンター・博物館等

他施設（課）との連携事業

の実施

(1)老朽化への対応とユニバーサル

デザイン化の推進

施設設備の改修・修繕と施設

のあり方の検討

配送サービスの充実

大活字本の整備

移動図書館車の活用

(3)デジタル化の推進
電子書籍の導入とシステムの

改良

(4)分館・分室の利活用の検討
指定管理の内容の検討及び

分室運営の検討

(1)課題解決に役立つ幅広い分野の

資料の収集と提供

アンケート調査の実施と

リクエストへの対応（再掲）

(2)レファレンスサービス・

レフェラルサービスの充実
職員研修の実施

(3)多様な情報媒体の活用 多様な情報発信

古文書の適正な管理と古文書

検索システムの整備の促進

古文書解読事業

古文書解読講習会

歴史講座の開催

(2)郷土資料の充実
郷土資料の収集・整備と

レファレンス内容の整理

誰でもが平等に本を読

む楽しみに出会えるよ

う「本のまち八戸」を

支える

1   本を読む楽

しみを支える図

書館

(2)高齢者や障がい者へのサービス

の充実

(1)古文書の保存管理と活用の推進

情報拠点として、利用

者の知りたい、学びた

い、調べたいを支援

し、市民生活を支える

多様な情報の提供に努

める

4  郷土の歴史や

文化を次世代へ

継承する図書館

図書館の長い歴史の中

で引き継がれてきた資

料を生かし、後世に伝

えるとともに、郷土を

愛する心を育む

老朽化への対応を進

め、年齢や障がいの有

無にかかわらず、誰で

もが利用できる環境の

整備を図る

2   誰もが利用

できる図書館

3   生涯学習(学

び）を支え、暮

らしや地域の課

題解決を支える

図書館
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Ⅰ 運営方針の改定にあたって（はじめに） 

 

１ 改定の趣旨 

 

 八戸市立図書館は、明治７年６月に旧八戸藩士が共同で八戸書籍縦覧所を開設したことに

始まり、その後、公立図書館、町立図書館を経て、昭和４年市政施行により市立図書館とな

り、令和６年には150周年を迎える歴史ある図書館です。 

近年では、平成14年に、八戸駅ビル内に図書情報センターを設置し、さらに市町村合併に

より平成17年３月には南郷図書館を分館として、現在は、３館体制で八戸市図書館を運営し

ています。 

 こうした歴史の中で、市図書館は、長年にわたって図書、古文書、郷土資料、視聴覚資料

等の収集、整理、保存を図り、広く市民の利用に供し、市民一人ひとりの心豊かな本のある

生活を支えてきました。 

 平成24年には図書館法第７条の２に基づき定められた「図書館の設置及び運営上の望まし

い基準」に従い、改定前の「八戸市図書館の運営方針」を定めています。 

 以来、10年間にわたって「図書館資料の充実」「図書館サービスの充実向上」「関係機関と

の連携強化」の３つの運営方針のもとに図書館を運営して参りました。 

また、平成26年度からは「本のまち八戸」の事業の一環として「ブックスタート事業」を

開始し、乳幼児期から本に親しむきっかけづくりの支援も開始しています。 

 しかし、運営方針を策定してから既に10年が経過し、その間、当市においては、人口減少

が進むとともに、少子高齢化が進み、グローバル化の進展や生活様式の変化、SDGsへの     

取組みが進んだほか、新型コロナウィルスの流行により社会・経済活動が大きく変化してい

ます。 

特にデジタル化が急速に進む中で、非接触型サービスが一般化し、多方面でAIが活用され

るようになり、情報リテラシー、「情報の真偽を判断し、適切にかつ安全に活用する能力」

が求められる時代となっています。 

 このような大きな変革に時代において、本や多様な資料を通じて、知識を豊かにし、人生

を豊かにする、市民の情報の拠点、知の拠点として、今後の市図書館の目指すべき方向性を

見直し、地域の実情に応じた効果的・効率的な図書館運営を目指すため、運営方針を見直す

こととしたものです。 

 

2 対象期間 

 本運営方針は、令和６年度から令和10年度までの５年間の運営方針とし、今後は、社会   

情勢の変化に応じて、見直していくものとします。 
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Ⅱ 運営方針の位置づけ 

 

 本運営方針は図書館法第７条の２で定められる「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」

に基づき策定されるものです。 

 また、SDGsの目標のひとつであるすべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供

し、生涯学習の機会を促進するという考え方や第７次八戸市総合計画（R4～R8）の政策1 

「ひと」を育むの「教養・文化・スポーツを通し人生を豊かにする」という施策の方向性   

さらには、八戸市教育振興基本計画（R6～R10）の方針、読書バリアフリー法に基づき策定

されるものです。 

 さらに当市の八戸市まち・ひと・しごと創成総合戦略や八戸市子ども読書活動推進計画  

などとも関連させるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸市図書館

の運営方針

八
戸
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画(

第
四
次)

(

Ｒ
５
～
Ｒ
９
年
度)

図書館事業計画
(事業内容・成果指標・目標等)

第7次八戸市総合計画
(R4～R8年度)

≪教養・文化・スポーツを通し人生を豊かにする≫
本のまち八戸

第2期八戸市まち・

ひと・しごと創生

総合戦略
(R２～R６年度)

≪住み続けたいまちを

かたちづくる≫
(時代にあった個性あふれる

地域の形成)

八戸市教育振興

基本計画
(R6～R10年度)

≪生涯を通じて学べる環

境の充実≫
( 広 域 連 携 )

≪図書館相互利用≫

八戸圏域連携

中枢都市圏ビジョン

(R4～R8年度)

八戸都市圏スクラム８
(三戸町・五戸町・田子町・

南部町・階上町・新郷村・

おいらせ町)

個別連携協定

（久慈市・二戸市・洋野町・

軽米町・九戸村）

図書館法 

 

「図書館の設置及び

運営上の望ましい

基準」 

 

読書バリアフリー法 
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Ⅲ 八戸市図書館の現状と課題 

 

 

1 図書館を取り巻く社会情勢 

 

(1) 人口減少と少子高齢化 

 八戸市では、人口減少が進んでおり、平成25（2013）年度237,927人だった人口が令和４

（2022）年度には219,733人となり、10年間に18,194人減少しています。人口減少が進む中

で、14歳以下の年少人口と15歳から64歳までの生産年齢人口は徐々に減少していますが、 

一方で65歳以上の老年人口は徐々に増加しています。今後も人口減少と少子高齢化は続くと

推計されています。 

 

(2) 社会のグローバル化とSDGs 

 現代社会では、人も物や情報も国や地域を超えて世界規模で結びつく時代となっており、

世界で起こった事象が日本の中の八戸市に住む私たちにも直接影響を及ぼすようになって

きています。このような中で国際社会が統合的に取り組み、誰一人取り残すことなく持続 

可能な世界を実現することを目指して持続可能な開発目標（SDGs）が掲げられ、その達成が

求められています。図書館においてもSDGsの目標のひとつ「すべての人に包摂的かつ公平な

質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する」役割を担っていると考えられます。 

 

(3) デジタル社会の進展 

IoTにより人と物がつながり多様な情報が共有されるようになり、さらにはAIの様々な  

分野への活用が始まるなど、情報・通信技術の進展により、社会が大きく変化しています。

デジタル機器を日常的に使用することが当たり前の時代となり、人にやさしいデジタル化を

進め、きめ細やかで効率の良いサービスが求められる時代となっています。 

図書館を取り巻く社会の環境が大きく変化する中で変化に対応した図書館運営について

十分な配慮と検討が必要となっています。 
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2 八戸市図書館の施設概要 

 

八戸市図書館は、現在、八戸市立図書館（本館）と南郷図書館（分館）、図書情報センター

（分館）の３館体制で運営を行っています。本館は市直営で運営しており、分館２館につい

ては指定管理者による運営を行っています。このほか、市内公民館等６か所に分室を設けて

おり、さらに移動図書館車１台による市内50か所での巡回貸出も実施しています。 

特に本館は、古文書庫も設置されており、古文書等の資料を後世に伝えるため、専門の学

芸員が整理保存を行っている特徴ある図書館です。 

 

 

  八戸市図書館概要                                                 R5.4.1現在  

 八戸市立図書館 

（本館） 

八戸市立南郷図書館 

（分館） 

八戸市図書情報ｾﾝﾀｰ 

（分館） 

運営形態 直 営 

指定管理者（㈱図書館流通センター）（H21.４.１から） 

※第4期目（R2～R7） 

沿 革 等 

 

明治７年６月開所の八戸書籍

縦覧所を前身として、公立書

籍館､町立図書館を経て現在

に至っている。 

蔵書の特徴として、近世史研 

究の基礎資料である八戸藩 

日記を含む八戸南部家文書 

 をはじめ、遠山家日記、小笠 

原家文書など約79,000点の 

古文書と、安藤昌益関係資料 

など、郷土資料多数を含む貴

重資料を数多く収蔵している。 

 

 

 平成17年２月、南郷村立図

書館として開館し、当市との

合併により、平成17年３月に

「八戸市立南郷図書館」と改

称。 

ジャズの里にちなんで、ジャ 

ズのコーナーを設けている 

ほか、複数の読書室や読書 

 コーナーを配置し、ゆとりあ 

る空間を提供している。 

 

平成14年11月、東北新幹

線開業（12月１日）に合わ

せ、視聴覚資料を中心とし

た施設として、八戸駅ビル 

１階に開設。 

駅の乗降客が多いという特 

性から、ＤＶＤ・ＣＤの視聴

覚資料のほか、新聞、雑

誌、郷土資料も数多く揃

え、新しい情報を提供して

いる。 

所 在 地 

 

 〒031-0022 

八戸市大字糠塚字下道2-1 

 （長者公民館となり） 

 

〒031-0111 

八戸市南郷大字市野沢 

字中市野沢39-1 

 （道の駅なんごう向い） 

 

〒039-1101 

八戸市大字尻内町字館田 

1-1  

 （八戸駅ビル１階） 
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 八戸市立図書館 

（本館） 

八戸市立南郷図書館 

（分館） 

八戸市図書情報ｾﾝﾀｰ 

（分館） 

開館時間 

 月～金    9:00 ～19:00 

 土日、祝日 9:00 ～17:00  

月～金    9:00 ～19:00 

 土日、祝日 9:00 ～17:00 

月～金    10:00 ～20:00 

 土日、祝日 10:00 ～18:00 

休 館 日 
・月末日（末日が土日の時は直前の金）  ・国民の祝日の翌日  （翌日が土日の時は月） 

・年末年始（12月28日～１月４日）     ・図書整理期間 （年１回15日以内） 

開   館 昭和59年５月15日 平成17年２月１日 平成14年11月21日 

敷地面積 7,301㎡ 7,252㎡ ― 

床 面 積        3.563㎡（３階建）       1,937㎡（２階建）         314㎡ 

蔵書点数（図書） 

視聴覚資料 

381,641冊 

 5,251点 

62,937冊 

 1,889点 

6,136冊 

5,533点 

 職 員 数 

〈R5.10.1現在〉 

職員     14人           

(うち司書７人) 

会計年度  19人 

任用職員   (うち司書３人 

         司書補１人） 

      職員   ７人 

       (うち司書３人) 

 職員    ８人 

(うち司書５人)        

座 席 数 

201席 

（２階89席、２階109席） 

２階学習席内訳 

一般40席、学生42席、 

共有15席、２階新聞閲覧席６席、 

郷土資料閲覧席６席 

212席 

（１階163席、２階49席） 
52席 

 

分室一覧 

分室名 
奉 仕 

会員数 
開館曜日・時間 分室名 

奉 仕 

会員数 
開館曜日・時間 

鮫分室 

（鮫公民館内） 

Ｓ46.6開設 

12人 
水・土 

13:00～16:00 

館分室 

（館公民館内） 

Ｓ49.2開設 

５人 
水・金 

14:00～16:00 

湊分室 

（湊公民館内） 

Ｓ47.6開設 

13人 
水・土 

13:00～16:00 

根城分室 

（根城公民館内） 

Ｓ50.6開設 

10人 
土 

13:30～16:30 

上長分室 

（上長公民館内） 

Ｓ63.5開設 

８人 
火・金 

13:30～16:30 

是川分室 

（是川集会室内） 

Ｓ51.8開設 

12人 
土 

13:00～16:00 
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3 八戸市図書館の利用状況 

 

八戸市では年々人口が減少する中で、図書館では入館者数、貸出利用者数ともに徐々に 

減少しており、特に、令和２年度から３年度にかけては新型コロナウィルスの流行に伴い、

休館や来館自粛の影響もあり、大幅に減少しました。令和４年度には入館者数・貸出利用者

数ともに、やや増加に転じましたが、新型コロナウィルス流行前の水準には未だ達していま

せん。 

 令和５年度に実施したアンケートにおいても図書館を利用したことがある人は約43％と

半数以下に留まっており、過去に利用したことがあるが現在は利用していない人も約33％、

利用したことがない人は約25％ありました。 

利用頻度も月１回以上利用している人が合計で約32％いる一方、年に1～２回の利用の人

も約46％となっています。 

 しかし、令和４年度の八戸市の人口100人当たりの個人貸出冊数は324.1冊となっており、

全国平均の427.4冊よりは低くなっていますが、県内平均の249.0冊よりは多くなっています。 

 

図書館利用状況(本館・移動図書館・分室・南郷図書館・図書情報センター合計）  

 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 

開館日数（本館） 330日 323日 287日 293日 330日 

入館者数（全館） 500,762人 484,028人 319,325人 334,353人 364,107人 

貸出点数 795,323点 784,158点 717,536点 747,182点 782,759点 

貸出利用者数 167,465人 159,845人 113,065人 121,933人 130,725人 

貸出点数／1人 4.7点 4.9点 6.3点 6.1点 6.0点 

八戸市人口 228,622人 226,541人 224,617人 222,173人 219,733人 
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人口100人あたりの個人貸出冊数（R３年度実績） 

 全国平均 八戸市 県内平均 

人口100人当たり

個人貸出冊数 
427.4冊 324.1冊 249.0冊 

人口100人当たり

蔵書冊数 
368.4冊 233.2冊 343.0冊 

人口100人当たり

年間受入冊数 
 12.0冊   7.0冊   7.6冊 

資料：青森県の図書館（令和４年度版）より引用 

 

 

アンケート： 図書館の利用の有無 

 

 

  アンケート：図書館利用者の利用頻度 
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4 蔵書の状況 

 

八戸市図書館では、本館、南郷図書館、図書情報センター３館合計で約52万冊（視聴覚  

資料を除く）所蔵しています。県内では、青森市の約105万冊、弘前市の約56万冊に次ぐ   

蔵書数となっています。このほか本館では郷土資料として地元新聞やテーマごとの新聞の 

スクラップのほか、約７万９千点の古文書も保存・管理しています。収容能力は全館併せて

51万9千冊程度であるため、現在、収蔵能力の限界に達しています。 

 

令和４年度末蔵書状況 

 本 館 移動図書 分 室 小計 南郷 情報ｾﾝﾀｰ 合計 

図 書 381,644 39,714 28,577 449,935 62,937 6,136 519,008 

視聴覚資料 5,251 ― ― 5,251 1,889 5,533 12,673 

合計 （点） 386,895 39,714 28,577 455,186 64,826 11,669 531,681 

 

また、人口100人当たりの蔵書冊数でみると当市は233.2冊で、全国平均368.4冊、県内  

平均343.0冊に比較しても蔵書数が少なくなっています。 

 同じく人口100人当たりの年間受入冊数で見ても全国平均12冊、県内平均11.7冊に比較し

て当市は7.0冊とやはり低くなっています。 

 令和４年度の図書受入冊数は11,076冊、視聴覚資料は476点となっており、徐々に減少  

傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図書及び視聴覚資料の受入数

 

 

 

図書 視聴覚資料 図書 視聴覚資料 図書 視聴覚資料 図書 視聴覚資料 図書 視聴覚資料

本　館 13,950 173 11,206 86 10,679 117 10,061 102 8,454 259

南　郷 3,386 222 3,108 48 2,816 78 2,434 67 2,126 51

情報センター 607 204 522 262 585 239 526 203 496 166

合計 17,943 599 14,836 396 14,080 434 13,021 372 11,076 476

H30 R1 R2 R3 R4
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5 特徴ある資料等 

 

(1) 古文書 

本館では、八戸藩日記や遠山家日記、安藤昌益の自然真営道など八戸書籍縦覧所時代から

残るものや市史編纂にあたって収集したものなど古文書を多数所蔵しており、江戸時代から

の政治・経済・社会の状況や八戸の歴史や文化を知るうえで貴重な資料となっています。 

 

古文書所蔵数 約79,000点 

主な古文書 八戸藩日記 遠山家日記 自然真営道 

 

(2) 新聞 

本館では地元の新聞を長年にわたって所蔵しており、古くは明治41年（1908年）発行の  

ものから現在発行されているものまで、一部欠落部分もありますが、原紙やマイクロフィル

ム等で保存し、閲覧が可能となっています。 

 

   主な所蔵新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 新聞スクラップ 

 地元紙の記事について、経済、水産、商業、農業、工業、市政、選挙、政党、災害、防災

保健衛生、スポーツ、教育、郷土の行事や芸能、郷土の偉人に関する記事などの分野から、

細かなテーマ（約1,311件）を設定し、長年にわたってスクラップを作成し、供覧していま

す。 

  

№ 新聞タイトル 所 蔵 期 間 

1 奥南新報 

原紙・ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 

明治41（1908）年～ 

昭和16（1941）年10月 

2 はちのへ（新聞） 

原紙・ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 

明治43（1910）年～ 

   大正13（1924）年 

3 東奥日報 

原紙（一部）・ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ等（一部） 
明治21（1888）年12月～現在 

4 デーリー東北 

原紙・ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ（一部） 
昭和20（1945）年12月～現在 
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6 主な事業内容 

 

市図書館では本館、分館（南郷図書館、図書情報センター）での図書資料の閲覧や貸出、

レファレンス対応や相互貸借など基本的なサービスのほか、次のような事業を実施していま

す。 

 

令和４年度の主な事業 

  

事業・行事名 内   容 
参加者数等 

本館 南郷 情報ｾﾝﾀｰ 

ブックスタート事業 絵本や図書館案内などの提供と絵本の読み

聞かせ（生後90日～1歳未満） 

1,174組  ―  ― 

おはなし会 子どもの豊かな心を育み本に親しんでもらうた

め、絵本の読み聞かせ等を行う 

163回 

季節4回 

41回 

季節6回 

 ― 

調べる学習コンクール 子どもたちが自ら考え学ぶ意欲と情報を活用

する力を育てるとともに、図書館利用促進を図

るためコンクールを開催 

25点  ―  ― 

体験！一日図書館員 図書館を知り本に親しんでもらうため、児童・

生徒の図書館の仕事体験を実施 

27人 5人  ― 

企画展示 季節や時事問題など多様なテーマで本を展

示し、紹介する 

69回 29回 36回 

移動図書館 図書館から離れた地域の住民に図書を貸出

するため、移動図書館車で50か所を巡回する 

28,193冊  ―  ― 

障がい者等配送貸出 

サービス 

障がい者や介護が必要な方など来館が困難

な方へ図書・雑誌を無料で配送し貸出する 

120冊 

28人 

 ―  ― 

本と雑誌のリサイクル 

フェア 

市民から募集した不要本と図書館で除籍した

本・雑誌を無償で提供する 

5,749冊 1,764冊 雑誌 

996冊 

配本・団体貸出 公民館・高齢者施設・児童館など施設や学

校、ボランティアや読書団体などへまとめて本

を貸し出す 

施設27 

学校 8 

団体45 

 

 

団体8 

 

 

団体1 

古文書の解読 八戸藩日記の解読 21冊  ―  ― 

古文書解読講習会 初心者を対象に古文書について学ぶ講座を

開催し解読者の育成を図る 

15人  ―  ― 

市民のための歴史講座 博物館との共同事業として統一したテーマで

歴史講座を開催する 

94人 

4回 

 ―  ― 
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7 今後の課題 

 

(1) 図書館の利用者の減少 

 先に、図書館の利用状況にも記載のとおり、新型コロナウィルス感染症の流行に伴い大幅

に落ち込んだ利用者数をいかに増加に転じていけるかが大きな課題となっています。 

アンケートの中で図書館を利用したことのない方が回答した「借りたり返したりが面倒」

であること、「忙しく、図書館に行く暇がない」ことや「本を読む習慣がない」といった   

利用しない理由について、解決策を検討し、実行していくことが必要です。特に、中学生  

から20代までの若者層の図書貸出冊数の割合が低くなっていることから、若者の利用増の 

検討が必要です。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 施設設備の老朽化 

本館は建設から40年が経過しており、老朽化が進んでいます。開設以来、大きなリニュー

アル工事は実施していないことから、利用者の安全確保を第一に設備等の更新が必要となっ

ています。また、本館はユニバーサルデザインに対応していないことから可能な限り、対応

が必要です。また、南郷図書館も建設から18年が経過し、設備等老朽化が進んでいることか

ら本館同様に設備等の更新が必要な状況です。 

 アンケート調査でも力を入れてほしい取組みとして、学習席と閲覧席の増設や快適性の 

向上を希望する回答がそれぞれ20％を超えています。また、自由記述では、「子どもと一緒

に過ごせる雰囲気づくりやスペース」、「ゆとりのある空間・読書スペース、くつろげる場所

が欲しい」「コーヒーを飲みながら本を読みたい」、「施設設備が古くて汚い」、「トイレを  

改修してほしい」など、施設設備に関する要望が多数あがっています。施設関連として、  

アンケート：図書館を利用しない理由 
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飲食スペースでの軽食販売を希望する回答も約25％あり老朽化への対応とともに施設設備

内容についても検討が必要となっています。 

 

(3) 収蔵スペースの確保と適正な資料管理 

施設の老朽化にも関連しますが、蔵書の状況でも記載したとおり、現在、図書資料等の  

収蔵能力の限界まで、図書等資料を収蔵している状況にあります。しかし、人口100人当た

りの蔵書冊数は全国平均、県内平均に比較しても少ない状況にあります。アンケート調査 

結果でも力を入れてほしい取組みとして「図書・資料の充実」が最も多くなっており、図書・

資料の充実を図りながら、収蔵スペースを確保し適正な管理を行うことが重要な課題となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) デジタル化の推進 

 新型コロナウィルス感染症の流行以来、衛生面での配慮やその利便性から非接触型の  

サービスが一般化しており、図書館においてもセルフ貸出機や電子書籍の導入が課題と  

なっています。アンケートでも力を入れてほしい取組みの中で回答者の約23％がセルフ貸出

機の設置を望んでおり、電子書籍の貸出についても約14％の回答者が希望している結果と 

なっています。 

 セルフ貸出機の導入は衛生面での配慮のほか窓口混雑の緩和など業務効率の向上につな

がること、電子書籍については、蔵書の充実や様々な理由により来館が難しい方へのサービ

スの向上にもつながることなど、合理的で効率の良い図書館運営につながることから、早期

に導入の検討が必要となっています。 

アンケート：力を入れてほしい取組み 

 



15 

 

 

(5) 運営の効率化と専門性の向上 

 図書館の運営は、本館は直営、分館は指定管理者制度を導入していますが、いずれの施設

においても職員がワークライフバランスを実現し、多様な働き方を選択できる環境を整備 

する必要があります。 

図書館は市民に密接な公共施設であり、これまでは、可能な限り休館を少なくし、開館  

時間を延長する方向で施設運営が行われるのが常でした。しかし、公共施設においても費用

対効果の検証が必要な時代であり、効率的な運営が求められています。加えて働き方改革が

求められる時代となり、職員の働きやすさに配慮した運営も求められており、全国的には 

週休日を設けている図書館も多数あります。 

また、多様化する市民ニーズへ対応し、生涯学習への支援を充実させるため、図書館の  

特徴を生かした事業の実施やレファレンス等の職員の専門性の向上を図る必要があり、職員

の研修や人材育成も図書館の重要な事業と位置づけ、合理的で効率的な図書館運営とする 

必要があります。 
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Ⅳ 目指す将来像 

 

  図書館運営の課題を解決し、将来の図書館の理想とする姿を目指す将来像として 

掲げ、その考え方を基本理念として示します。 

 

1 目指す将来像 

「集まる つなぐ 広がる 楽しむ 育む  図書館」 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

2 基本理念 

 図書館は本や情報が集まる場所であり、人とその情報をつなぐ場でもあります。 

図書館にある情報や書籍、イベント等を通じて人と人もつながり、知識が広がり、新たな

興味が広がり、楽しみが広がる場でもあります。そして、本を読む楽しみを子どもたちに  

伝え、子どもたちの豊かな心を育み、学ぶ喜びを育みます。 

図書館は赤ちゃんからお年寄りまで様々な年代の人々が利用し、障がいがある人もない人

も多様な人が集う場であり、誰でもが利用できる場でなければなりません。 

 図書館は市民の多様で主体的な学習を支えるとともに地域が抱える課題の解決につなが

るよう様々な情報を保存・管理し、提供する役割を担っています。 

 また、長い歴史のある八戸市図書館は、これまで集積し研究してきた地域の歴史と情報を

未来につなぐ役割も担っています。 

今後、社会のデジタル化が進み、電子書籍やオーディオブックなどが一般的となることが

予想され、図書資料の概念が大きく変化していく中でも、市図書館では古文書から電子化 

された情報まで多様な媒体を資料とし情報を提供できる図書館を目指しています。 

図書館の多様な情報をもとに人々が自由に集い、情報と人とがつながり、人と人とのつな

がりを生み出し、未来を担う子どもたちを育み、生涯にわたって活用され、楽しめる図書館、

情報を介したプラットフォームのような図書館を目指しています。 

 図書館の本や情報、多様なつながりや活動を通じて豊かな想像力や思考力を育み、図書館

での活動や本のある暮らしが当たり前となる文化の香り高いまちとなることを目指します。 

  

集まる： 知識・情報が集まる 人が集まる 

つなぐ： 人と本をつなぐ 人と情報や知識をつなぐ 歴史や文化をつなぐ 

広がる： 知識・世界が広がる 本や人との出会いが広がる 興味が広がる 

楽しむ： 本を読む楽しみ 本を選ぶ楽しみ 学ぶ楽しみ 知る楽しみ 

育  む：  子どもたちの豊かな心を育む 学ぶ喜びを育む 本のまち八戸を育む 
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Ⅴ 基本方針と施策の体系 

 

 

1 体系の構成 

  本運営方針では、目指す将来像及び基本理念に基づき、基本方針とその施策の方向性を

定め、施策の方向性ごとに基本施策を体系的に整理しています。 

 

 

2 基本方針と施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

基本方針 施策の方向性 基本施策

(1)図書資料の充実

(2)読書活動の推進

(3)子どもの読書活動の推進

(4)ボランティアとの連携

(5)学校との連携

(6)他施設（課）との連携

(1)老朽化への対応とユニバー

サルデザイン化の推進

(2)高齢者や障がい者への

サービスの充実

(3)デジタル化の推進

(4)分館・分室の利活用の検討

(1)課題解決に役立つ幅広い

分野の資料の収集と提供

(2)レファレンスサービス・

レフェラルサービスの充実

(3)多様な情報媒体の活用

(2)郷土資料の充実

4  郷土の歴史や文化を

　次世代へ継承する図書館

(1)古文書の保存管理と活用の

推進

図書館の長い歴史の中で引き継が

れてきた資料を生かし、後世に伝

えるとともに、郷土を愛する心を

育む

1   本を読む楽しみを支える

     図書館

誰でもが平等に本を読む楽しみに

出会えるよう「本のまち八戸」を

支える

2   誰もが利用できる図書館

老朽化への対応を進め、年齢や障

がいの有無にかかわらず、誰でも

が利用できる環境の整備を図る

3   生涯学習(学び）を支え、

   暮らしや地域の課題解決を

　支える図書館

情報拠点として、利用者の知りた

い、学びたい、調べたいを支援

し、市民生活を支える多様な情報

の提供に努める
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Ⅵ 運営の基本方針と施策の方向性 

 

 

基本方針1 本を読む楽しみを支える図書館 

 

 

 

 

 

 

誰もが本を読む楽しみに出会うことができるよう図書館の資料の充実を図り、「本のまち

八戸」で掲げる本のある暮らしが当たり前となるよう、読書活動を推進します。また、子ど

ものころから本を読む楽しみや様々な分野の本に出会う楽しみを感じられるよう、子どもの

読書活動を推進します。子どもから大人まで、本を読む楽しみを伝えるため、ボランティア

や学校、ブックセンターや他の施設等との連携を進めます。 

 

 

 

 

基本方針2 誰もが利用できる図書館 

 

 

 

 

 

 

老朽化した施設・設備の改修を進めるとともに、年齢や障がいの有無に関わらず、誰でも

が利用できるようユニバーサルデザインに対応した施設環境を整備します。 

高齢の方や障がいのある方、仕事が忙しいなど様々な理由により図書館への来館が難しい

方のため、それぞれに応じたサービスの充実を図るとともにデジタル化を推進します。 

また、本館と分館の運営について連携を深めるとともにそれぞれの特徴を生かした運営を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

施策の方向性 

誰でもが平等に、本を読む楽しみに出会えるよう、「本のまち八戸」を 

支える 

 

施策の方向性 

老朽化への対応を進め、年齢や障がい等の有無にかかわらず、誰でもが利

用できる環境の整備を図る 
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基本方針3 生涯学習（学び）を支え、暮らしや地域の課題解決を支える図書館 

 

 

 

 

 

 

 

地域の情報拠点として市民の「知りたい」、「学びたい」、「調べたい」を支援できる図書館

を目指します。 

市民の生活や仕事に関する課題、地域が抱える課題の解決に役立つ、様々なテーマのバラ

ンスのとれた蔵書構成となるよう資料を整備します。 

国や県、他都市の図書館とのネットワークや他施設との連携により、必要な情報や資料等

を必要とする人へつなげる役割を果たします。 

特に本館は図書館運営の中枢として広く専門的なサービスを提供する役割を担います。 

 

 

 

 

 

基本方針4 郷土の歴史や文化を次世代へ継承する図書館 

 

 

 

 

 

 

明治７年に開所した書籍縦覧所から連綿と続く図書館は市民の財産です。 

図書館の歴史とともに引き継がれてきた多くの古文書や特徴ある郷土資料を地域の財産

として次世代へ継承していきます。また、学芸員による調査研究を継続し、古文書や郷土の

歴史への関心を高めていきます。 

  

施策の方向性 

情報拠点として、利用者の知りたい、学びたい、調べたいを支援し、市民

生活を支える多様な情報の提供に努める 

 

施策の方向性 

図書館の長い歴史の中で引き継がれてきた資料を生かし、後世に伝えると

ともに、郷土を愛する心を育む 
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Ⅶ 基本施策 

 

 

 基本方針ごとの施策の方向性に基づき基本施策を掲げ、事業展開につなげます。 

 

 

基本方針1 本を読む楽しみを支える図書館 

 

基本施策(1) 図書資料の充実 

   すべての年代の人が本を読む楽しみに出会えるよう、乳幼児向けや児童・生徒向け、

高齢者向けなど年代に応じた多様な本を収集します。また、様々な分野の本に出会える

ようバランスの取れた図書資料を収集します。市民ニーズに応じた図書資料を収集する

ようリクエストや要望を確認します。 

 

 

基本施策(2) 読書活動の推進 

   季節や行事、時事問題など多様なテーマに応じた企画展示を行い、「こんな本もあっ

たのか」という発見を体験し、本を手に取りやすい環境づくりを進めます。 

   また、読書団体との連携を深め、読書の楽しさを広めます。 

 

 

基本施策(3) 子どもの読書活動の推進 

「子ども読書活動推進計画」に基づき、ブックスタート事業を推進し、読み聞かせや

おはなし会により乳幼児期から本に親しむ機会を提供するとともにブックスタート  

事業の成果を継続する新たな事業を検討します。 

子どもたちが多くの本と出会い、本を読む楽しさや感動を体感し、知る喜びを体験で

きるよう、子どもたちの成長に合わせて本を選ぶ楽しみを感じられるよう、館内に  

子どものためのコーナーを設置し、おすすめ本の展示や子ども向けのテーマを設定した

展示など本に親しむきっかけづくりの場を提供します。 

 

 

基本施策(4) ボランティアとの連携 

 読み聞かせのボランティア団体等との連携を図り、ブックスタート事業やおはなし会

など、子どもの読書活動推進を図ります。 

また、図書館での講座等を通じて読み聞かせボランティア等図書館運営をサポート 

するボランティアの育成を図ります。 
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基本施策(5) 学校との連携 

   学校図書館や学校司書との連携を図り、子どもたちが学校図書館を通じて、本に親し 

み、本を読む楽しみを感じられるよう支援します。 

 

 

基本施策(6) 他施設（課）との連携 

 ブックセンターや他課、他施設と連携を推進し、本のまち八戸事業や他施設の事業と

協力してイベントや展示、講座等を開催します。 
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基本方針２ 誰もが利用できる図書館 

 

基本施策(1) 老朽化への対応とユニバーサルデザイン化の推進 

   本館は建設から40年が経過し、南郷図書館は18年が経過していることから老朽化した

現施設の長寿命化を図るため、個別施設計画に基づき、施設・設備の改修を進めます。

改修等にあたっては、ユニバーサルデザインを考慮し、誰でもが利用しやすい施設設備

の整備を目指します。 

また、小さな子どもからお年寄りまで誰もが気兼ねなく利用でき、多様な人々が集え

る図書館となるよう、将来に向けた施設・設備のあり方について検討を継続します。 

 

 

基本施策(2) 高齢者や障がい者等へのサービスの充実 

 高齢者や障がい者が利用しやすいサービスを充実させるとともに、図書館への来館が

難しい利用者のため、図書館以外での予約本の受取りや返却の方法を検討します。 

 

 

基本施策(3) デジタル化の推進 

 図書館システムについて利用しやすいシステムへ見直しを図ります。また、ICチップ

の導入など、蔵書管理の効率化や窓口サービスの向上と効率化に向けた検討を開始しま

す。図書館へ来館しなくても気軽に本が読める環境を整備するため、電子書籍の導入を

推進します。 

 

 

基本施策(4) 分館・分室の利活用の検討 

本館と南郷図書館、図書情報センターの３館による当市の図書館運営について、それ

ぞれの地域特性や施設規模等に合った活用と３館の連携について検討を進めます。 

また、市内６か所の公民館等に設置している分室について、利用状況、費用対効果等  

を勘案し、今後の運営方法や利活用について各分室の奉仕会と共に検討します。 
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基本方針3 生涯学習（学び）を支え、 

暮らしや地域の課題解決を支える図書館 

 

 

基本施策(1) 課題解決に役立つ幅広い分野の資料の収集と提供 

 子育てや教育、医療、健康、福祉、防災、法律、時事問題など、日常生活の課題や    

仕事に関する課題など、多様な課題の解決につながるよう幅広い分野の資料を収集し、

提供します。 

 

 

基本施策(2) レファレンスサービス･レフェラルサービスの充実 

 利用者の学習や課題解決のため、司書や学芸員によるレファレンスサービス（資料や

情報の提供や紹介）の充実に努めます。 

   国立国会図書館や県立図書館、県内外の他図書館等との連携を強化し、レフェラル 

サービス（必要な情報を提供できる図書館や機関等をお知らせするサービス）にも取り

組みます。 

 

 

基本施策(3) 多様な情報媒体の活用 

   利用者へ幅広い分野の情報を提供するため、書籍以外にも新聞、雑誌、インターネッ

トなど多様な情報媒体を活用できるよう整備に努めます。 

特に本館では、特徴ある郷土に関する資料や古文書を継続して収集し、提供します。 

   また、図書館の各種事業について、多様な媒体を活用して情報発信します。 
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基本方針4 郷土の歴史や文化を次世代へ継承する図書館 

 

 

基本施策(1) 古文書の保存・管理と活用の推進 

 現在まで残されている、江戸時代の書物仲間や明治時代の書籍縦覧所などで貸借して

いた資料、市史編纂を通じて収集された古文書について、引き続き歴史資料として保存・

管理を行い、学芸員による調査・研究を進めます。 

 学芸員の調査・研究を生かして、市民を対象とした講座等を開催し、地域の歴史に  

対する理解と関心を高めます。 

 

 

基本施策(2) 郷土資料の充実 

   郷土（旧盛岡藩や八戸藩の地域、青森県内、八戸市）に関する歴史や地理、産業、   

行政、文化、民俗などについて書かれたものや郷土出身者の伝記、郷土出身者が著述  

した文芸作品など、多様な資料を引き続き収集するとともに、閲覧できるように管理 

します。 

 特に、本館では古くは明治期にさかのぼる新聞や長年にわたるテーマごとの新聞記事

のスクラップなど、貴重な資料を後世に伝えていく必要があります。 
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Ⅷ 事業計画 

 

1 主要な取組み 

 

 今後５年間に積極的に取り組む主な事業内容を掲載します。 

 

 

 

基本方針1－(1) 図書資料の充実  

 

取組み 

（重点） 

アンケート調査の実施とリクエストへの対応 

内 容 市民の蔵書に関するニーズを把握するため、定期的にアンケート

を実施します。 

また、リクエストへの対応への迅速化を図ります。 

レファレンスの内容を整理し、要望の多い資料を充実させます。 

 

 

 

基本方針1－(2) 読書活動の推進 

 

取組み 企画展示等による本の紹介 

内 容 季節や行事、時事問題など多様なテーマでの蔵書の展示を行い、

手に取りやすい環境を整備します。 

また、企画展示等のブックリストを作成し、多様な本への興味 

関心を高めます。 

 

 

 

基本方針1－(3) 子どもの読書活動の推進 

 

取組み1 発達段階に応じた本の整備 

内 容 赤ちゃんから乳幼児まで就学前の子どもの発達段階に応じた 

絵本や小学校低学年から高学年まで成長に応じた児童書、中学生

などのティーンズ向けなど、成長に応じた段階で本に親しめるよ

う本を整備するとともに、書架の配置も工夫します。 
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取組み2 

   （重点） 

ブックスタート事業とステップ事業の検討 

内 容 ブックスタート事業により家庭で絵本を楽しんだりするきっか

けをつくり、乳幼児の豊かな心を育み、乳幼児期から本に親しむ

きっかけをつくります。また、ブックスタート事業の成果を継続

するため就学前の子どもを対象としたステップ事業の実施を 

検討します。 

 

 

 

取組み3 読み聞かせ（おはなし会） 

内 容 本館・南郷図書館ともに定期的におはなし会を開催します。また、

季節ごとのおはなし会や本館・分館が連携したおはなし会も企画

し、乳幼児から小学生までの子ども達に本に親しむきっかけを 

つくり、豊かな心を育みます。 

 

 

 

基本方針1－(4) ボランティアとの連携 

 

取組み1 ボランティアとの連携の推進 

内 容 ボランティア団体や個人のボランティアと協働で本館での読み

聞かせ等の事業を実施します。 

① おはなし会や季節のおはなし会 

② 英語のおはなし会 

また、図書館運営へのボランティアの活用について検討します。 

 

 

取組み2 読み聞かせボランティアの育成 

内 容 読み聞かせボランティア育成のため、定期的な講座を開催しま

す。 
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基本方針1－(5) 学校との連携 

 

取組み 

（重点） 

学校図書館協議会・学校司書との連携の推進 

内 容 学校図書館協議会や学校司書と連携し、小・中学生へのお勧めの

本や図書館司書体験講座等を通じて子どもの読書への意欲を 

高めるとともに、図書館への関心を高めます。また、学校司書と

の連携により学校の図書室運営等について子どもや教職員、学校

司書向けに講座を開催します。 

 

 

基本方針1－(6) 他施設（他課）との連携 

 

取組み 

（重点） 

ブックセンターや博物館等他施設（他課）との連携推進 

内 容 「本のまち八戸」を推進するため、ブックセンターと連携した

企画事業に取り組みます。 

また、博物館や美術館など、他施設とも連携し、講座や展示  

など企画事業を実施します。 
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基本方針2－(1) 老朽化への対応とユニバーサルデザイン化の推進 

 

取組み 

（重点） 

施設・設備の改修・修繕と施設のあり方の検討の推進 

内 容 本館、南郷図書館ともに施設・設備の老朽化に対応するため、

『個別施設計画』に基づき、利用者の安全性・利便性を考慮し

ながら、現施設の施設設備の改修を進めます。改修にあたって

はユニバーサルデザインを考慮して進めます。 

また、アンケートでも要望の多かったゆとりのある空間やカフ

ェスペースの創出も念頭に、将来に向けた施設・設備のあり方

について検討を継続します。 

 

Ｒ６年度からの主な修繕・工事等 

本館 

① エアコン改修・照明のLED化・防犯カメラ設置工事 

② 防火シャッター修繕 

③ トイレ等給排水衛生設備改修工事 

 

南郷図書館 

① 特定天井落下防止工事 

② 冷暖房設備更新工事 

③ 照明のLED化工事 

 

 

 

基本方針2－(2) 高齢者や障がい者等へのサービスの充実 

 

取組み1 移動図書館車での貸出サービス 

内 容 高齢者や図書館への来館が難しい方のために移動図書館車で 

市内を定期的に巡回します。 

市内巡回箇所：50か所 

 

 

取組み2 障がい者等配送サービス 

内 容 障がい者や要介護認定を受けた方を対象に配送貸出を実施する

とともに、より利用しやすい内容の検討を進めます。 
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取組み3 大活字本の充実 

内 容 高齢者等が読みやすい活字の大きい図書（大活字本）を整備し

ます。 

 

 

 

基本方針2－(3) デジタル化の推進 

 

取組み 

（重点） 

電子書籍の導入と図書館システムの改良 

内 容 様々な理由で図書館へ来館することが難しい方にも図書館へ 

来館しなくても、どこでも、誰でもが、本を読める環境を整え

るため、電子書籍の導入を進めます。 

また、図書館システムの更新に併せて、利用しやすいシステム

に見直しを図るとともに自動貸出機の導入や窓口サービスの 

効率化と向上に向けたICチップの導入の検討を開始し、デジタ

ル化を進めます。 

 

 

 

基本方針2－(4) 分館・分室の利活用の検討 

 

取組み 

   （重点） 

指定管理の内容の検討及び分室運営の検討 

内 容 南郷図書館、図書情報センターの指定管理の条件や内容につい

て、合理的な運営となるよう更新時期までに検討を進めます。 

また、分室の利用状況を精査するとともに分室運営連絡会議等

地域との協議を行い、効率的な活用方法を検討します。 
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基本方針3－(1) 課題解決に役立つ幅広い分野の資料の収集と提供 

 

取組み アンケート調査の実施とリクエストへの対応（再掲） 

内 容 市民の蔵書に関するニーズを把握するため、定期的にアンケート

を実施します。 

また、リクエストへの対応への迅速化を図ります。 

レファレンスの内容を整理し、要望の多い資料を充実させます。 

 

 

 

基本方針3－(2) レファレンスサービス・レフェラルサービスの充実 

 

取組み 

（重点） 

職員研修の実施 

内 容 レファレンスサービスやレフェラルサービスの充実に向けて、 

図書館職員として必要な知識や能力を育てるため、図書館内部で

の定期的な研修を行うとともに外部の研修の機会を積極的に 

活用します。また、先進地の事例について積極的に研究します。 

 

 

 

基本方針3－(3) 多様な情報媒体の活用 

 

取組み 情報発信機能の強化 

内 容 利用者が見やすい、利用しやすい図書館HPを整備します。 

また、即時性の高いSNSなど様々な媒体を活用し、情報発信機能

を強化します。 
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基本方針4－(1) 古文書の保存・管理と活用の推進 

 

取組み1 古文書の適正な管理と古文書検索システム整備の促進 

内 容 所有する古文書を後世に伝えるため、適正な管理・保存に努めま

す。また、所蔵する古文書を全国の研究者が活用しやすいよう、

古文書の検索システムの整備を進めます。 

 

 

取組み2 古文書の解読事業 

内 容 古文書の活用のため、未解読の八戸藩日記等の解読作業を進めま

す。 

 

 

 

取組み3 古文書の解読講習会 

内 容 初心者を対象に郷土に関する史料をテキストとして古文書につ

いて学ぶ講座を開催し、古文書解読者の育成に努めます。 

 

 

取組み4 歴史講座の開催 

内 容 市民のための歴史講座を博物館と共同で開催し、市民の郷土の歴

史への関心を高め、郷土を愛する心を育みます。 

 

 

 

基本方針4－(2) 郷土資料の充実 

 

取組み 郷土資料の収集・整備とレファレンス内容の整理 

内 容 郷土に関する多様な資料や郷土出身者が著述した文芸作品の 

収集を継続するとともに本館の資料収集の特徴であるテーマご

とのスクラップの製作を継続します。また、郷土資料や古文書に

関するレファレンス内容を整理し、調査への対応力を高めます。 

 

 


